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とともに， J. f)tJ健かつ現実的な方途を探’先Lp~ 
















いわゆる旧際企業と山関係をどのよ日：i泌整し位 る。 M・ムゲラ［：＇＇一教喪（ Dr.Muhamad A l¥luglト
置づけるかは枢要な問題である。 とりわけ石油と raby）の表現に従えば「内側lからの規制J(control 









だ着L／：土 L・1 とカ，－cきよ ：！ i I 4 ¥ 
-1: f土L、ぇ f先Q期liがはほ今i!：紀末かん211貨紀初J
ハ土 L、－， ,!:if .k JV！いわfてノユ I 夜、＇ti.:fi'l手I］怜I（山川V川ト
1 ion礼l川 Kcssiot出）を地がかりに大量か，) f氏ゴスト
，！）石油企支配しごきfこIi大国1;¥i石油会ti:(Intema-






dlli格，；I I"げ（－：.れにヒりたとえiイラ；原油it 1957 
fド(jJi il時の 2.04ドノレ／バーレルから59年2Jjには 1.86
i Iレに，，；u手8J iこは1.78 ；：・，レtこil!iドifさl之） n二その
が4である。
けJ＇ども産； u1諸国心悦収が公示鏑・1台を揖，H‘$；＇，
としていると土ろから‘ か か る ゾj的行為は浅出i
itl似1]<7>[1＼激をJ討さ， Irlf油国機構」（Ul'EC)試立の
n'f接摂機とな I／ヒ。 三jもはプンタッ fγ ブツレん：在
来型利権に対し産油諸国が団結することに上りて
)JI,制をはかつい、こ 1とする 1，ので， ムグラ t：一





















































（注 2) 1 1問題研究バ刈「OPECと二 I iii！際 J'~；
唆』（アジア経済調査研究双山第128集，プジア経済研
究所， Rf1手n41年）， 147ページ以下参照。
（注 3) ;¥Iuhamad A. '.¥Jughraby, Permanent ,'-,'ov-
ereig叫＼＇ O'i＇川 OilResoun制、 A StuゐF of :Hiddle 
East Oil Concessions and Legal Change (B白irut,
Middle East Research and Publishing C倍以er,
1966), p. 54 
（注 4) ,; c(',j方式の【JiPl二l てはイラ／！刈RIP
（イタリ ,1i ,:>; ENI), lP:¥Cしメリ力不 f'anAme-
rican), FPC （フランス問符 ERAP• SNPA), IM卜
NOCO （イタリア国営 ENI，アメリカ糸 Phillips,
インド／IγI{ydrocarbon India), IROPC<）川idPwa-
terU：か ,• / I っ系7tt）、 ［人PCO(Atlantic Rl1:ining 
ほかアメ Jカ糸 4社〕， PEGUPじ0 (Gel抽出，ergLlか
ドイツ系 7社）（以上いずれもイラン同常 NIOCが50%
資本参加），アラブ連合の COPE( 1タリア問符ENI〕，
GUPCn （ヲ d カ系 PanAmerican), ¥VEJ'C() （ア
メリカ工 Phillips) （し、j ,, I, f ラプ連合i) -,.; I-:( ;1》じ
が50%参加〕などが挙げられる。
アルジェりア ，｝）場介，フランスとの協調 ）j・＇にとして
アルジ E '・ 営 SO.'l¥'l、RへSHとソヴノヘ 14・,l:i; 
Elf• El＜九ドとの Ascoop(J¥目的ciationcooJ同 rative)
が有名）も人。
これらのほかサウジアラビアの Auxirap〔プランス
国営〕• Tenneco （アメリカ系）グループ， AGIP（イ
タリ 7ii1H ENI〕・ Phillips( 1 メリカ系） , ル プ，
Sun (7 , ,; と系） • Natomas （アメりカふ）・ノキス
タン政府グノLープ，あるいはリビアの AshlandOil 
(7 メりカ系〕， AGIP （イタりア悶営〕， ERAP•SNPA
（フヲンス国＇.•0，トノレーシヤノレ海岸ではカターノレ石油，
アプダ r, ,i!，中東石油（ 1,' JえLも日系〉 ！｛コ，産
油国側 l c(f十三方加選択権 4日M F いる例 t.h. 
役務契約方式は1966年のERAP• NIOC協定， 1968
年の ERAP・INOC協定によりフラ／ス国営 ERAP
がイラ〆 J; とuイラクの九＇ t,i以会社の ιeneralcon・ 
ラ6
tractorとして事業を泊負う方式であるの
’｜産分N.方だit 1 ＞ドネシアに今般 ftしたブ＇j.，.，こと，
1i •k ；こはアラブ迎合 i司営 EGPC そ日本のjヒス’ I > 
:m幽開発との間の協定で導入された。
以上：のことき：事態の進岐によりわ；大凶際石油資本
1、7ことえばノつヒ， リビア， ( > iい下ゾア，な人アトー
i JI：近ではベノノ＇ ' におし、て i，わIiV ;f!J権獲得f i'.; I 
j;,j 歩調をとい ' 'P，るのがtI！九 itろのしたb
以i二J）パターンは定治したものとみていL、。
(/1:5) M.A. Mughraby. 
( ;i6〕 ベノ大工ブその他でil ,flj 1，料（royalty)it 
f i'rとして級1, !. ! C ，、たのに対！ , r I' 1j［の在来型干＇ I愉
よけ！苛得税O) ;E (credited against income tax）と
さjl℃し、fこ。
〔i7) リビア，ベ不スエラなどでは課税品｜：障が法f
Ji: f;I! 1'r ( realiz臼 iprice）にcJ,l;〆）！， ～べれ， 1960’i
三；兵｛西給水＇i¥f' it ＇割：氏であ ，！.， .・こで何者＇＂ i' 
1:1ノk,'1;に taxreference priceを定める Z協が成立し
t.: i)）である。














(31 8国 天 然 資 源Jこ対する恒久主権の行使は
ふ己主しえざる権利であり， 1%6年11月25日山凶







































加への最低限の基礎たらしめるべき ζ と， として
いる，:i-:n。
このほか本文には「鉱｜天返還」（Relinqui~hment),
「公ぷ｛1fi格もしくは 1深視基布fitj格j( l'osterl pnces 
or I ax reference pric州「（操業会？！の）財務安定保
誕の限定J([,imiterl g11εarantc＜＇リ ffiscal stahil i y), 
「併交渉条項」（Renegotiationclause), 1，会計と情報J

































す l lごい‘／三l：ヘ lごik1iミJi){j＇来初 H／.利Hiに向上
z】政府主主Jlit I lth,i／，』l一〉に｜’ I f土向1だがJ}ji¥l 八：，I:
亡、＇tJ』lL ・c、るカ， J Jγ一イ栄一1J;・ ~ /1:,l:;J¥iJj;IJ 





mis~iけnerぺ“1・epresentative”あるし、 f't, "di rec・ 
ノ；－ 11で；i、tor”を川町j•；ぎせふ権利を j, vて：；; i) , 
Ol'EC )Jl哩Jklが｜’l同内の操業会社の取締役V件
l～ :2 t'，の｛比一去を送ることは一般化している。 し
／ドしこれとて経，..:1：；二；品川一る；象徴t'lJhし；パ儀礼
(t'>J （川・mholi，・。f l'NCffi（川
どこんが！：述した寸tlの力1¥WJ.同， l lH:/'1(1 iごL唱え

















なされたが， f ラク政府の受け入れる E こ乃~： lょ
19/il "I ＇法作議以り；でj語、！えの9~！ .5% 主イラヶ
がう怠：J;i]I反用した日いういきさ J 》があふ。
ともあれ石油開発事業への（株式〕参加は在来
i\lJ 手I］怜‘にも JI~ 府与.／ 1，石：きで， そhi:t 「＇h・I育変死
,1,Jを｝~ j 1!1<・ d,wlr i附川“dian,:i叩ドirc11nトiユnc,:-/'J 










“con trけlfrom without” ヵ、ら“ぐont1ol from 
wi1l1in”への転換を意味するともいえようか。 モ
して二のHil遣の （，；－ fr溝在的重要性カ達人， 均jせず！
て（＇.fJ外（／）ilf議を生むととになる
( i:l ) OPEC, I<esolutions Adopted at the Con-
fen’ll<'eS of' theけrga11izatio11 of the l'etrole11111 
Kr／》ortingCοuntries, No. 2, pp. 11～12. 
(Ii 2 ) OPEC, p. 12. 
( i::1 ) OPEC, pp. 12～13. 
(,14) OPEC, pp. 1：；～1:. 
( i.5) Hasan S. Zakariya，“Some Analytical 
Comments on OPEC’s Declaratory Statement of 
Petroleum Policy，＇’ Middle FAst Economic Survey, 





















 1%ユij'.(1ヨ'i:i H j ノ一ごノ'.I .'] i!J¥ i'J.比仰を｛恥 t!iL宅




leum lndu,try i; a Kationalλγ引 Y出 ity”
二うし／－.tJ[:fl]i.-;.J L C '! 1' ：.γ ご）I.γげ）・＼’－，＇I J、1'1/,;i.:I：なJ1v1:{l', : ・ 
;1，千i]t在 、ぴ，:t; !1 t 1t;(1¥1J 1: L c U'r I ノコ I '  JIJ ＼戸 、
1うL／：行え Jir,: hHJJ；三』＼＼人 L／ιこ（I)ft !'iうjc, l/,: 
< Fi1l1会社のlTうでふらとしてIf》仁平IH/1'C,¥fi心イラ
ケの手！Jt/ri限定）で参加にlr•UJ したのは；会iUWJであお
ごど‘ Tl'C,})}!ft:'+；会社の ・:'H¥はずウンアヲ iニア（ハ
ヘramco干I］持にもIVJ係して才jり、ブァ f1;.,1/1.i rι 
1'(illicl,HO(J・.1 》 jI 1 ililt u¥1111,,111χ:iLi Ynm:inil i に
、υ〉政l(Jct_: !Jl];tソ：ょ見1、1Jij二てか γ＇
｜ごJL ;JJ¥lfr.fiJHt が勺，；~11.Jv,f:t九わ i) )i; i こ／.こ















;( ,: ）主tt,;•Ji U) 
｝トケジアラじ fJ；上 ：r:ク1二、一




イヲケ，l,同様の左手IJ条JfI全1'.?Jんで才i< I ;j) ;¥ .: } 
1仁Y,> 1;1ムか；： Lfζ （， I¥ 
卜h{1i)l1大I:,cr) Ji'i/1/.tUc: f)l主（.＇） イ）山／三「》 Lんらでふ
し乙llしも L": l t !Jイ；可能で点、ィ：， l，：「パ工、ザヤノ｝ー）
11ilil ~111交的 i J: i'I L＇.ノ） ＂イヤルアィ K〔仙台 i1. i際iiJJ~ 
そして符 1%9q，にミケゲシ教托（f>r.χuhay1i）、れらが・k1h：入、る七j丸山jち：入 lゾ）た｛わに利ilし、
リカン ｝；＿＇'f:了i~\J L'ミナー（i¥1]1 ( li Seminnr) ・cγ 
一行iT1十11 ごわ問題をさんに1》1＼り 1，・けどrr1、ρ
三円 iきはMた支りけしてし、るい
11,1_~·て 0ドE仁）Jll\[(/[fj が能r;iJ!'iJ かつ｜ぷJ I"]' （こi1Jfr 
iヒ生向ii I L ／二J;,}~ ..を士民主 n:it, (1、行i而イiil! i 1乃＂＼
に許 Li ＇；品乗 ljpfilil能力が存千1：し，（2)ti1l1:'fll1l (l Ip 












 ）（）ににる iD:1 "> 1/J Ji，；参入l.t .fi i11i1γn ：，：じひ仁•（ i;111
H:? I，＇＋： υjl{ ;1 j也によ汁fるが；た土fl-) , ＇.さて rい
Xr：験，） ・c)＂、てを｛＇.｝るこど i'J• 亡、＼ ,: 
ぞう jAt :t i'¥ ltj粁i加工.ftl,yι〆七七／、こムー）一こん 7,
でiI I二円.＼：かえ/fi1flltikl{f/,・, ！禾iJI;,('! cJ> ) c.
m会社：し1,j'{れする i陥j.£:・¥71；小JV,i，ふJ上保；I＂、び）株式勺
)jιIC ＇，、結；1/r(1(J ('~ .f1. ，たtt/Jil5二h心行と寸jt:t, 
「それはすミずメジ γー
(ma 
,r >I二くしにとつてメジ γ一とi土I子令に一七大：ri、il!J会？I ： 
iニ－）」 γ ごか；JLらはし、う。
しか t二三A，「， : t. 10'':,i、j、［：び l{Y~ il 
(i木l[!'.i¥（千：行fi, Iて1・,・,l三＇・ U Iょ、＇.:'・ ，＇.勺 ／） :) I I I 2) 
〔1: 1) Alxlullλh I I. al 1三tril、i，い Nationalizati,,n
of Aral》 Petroleum Industry," l'apers and I )is・ 
cussions, Fifth Arab Petroleum l、ongress,organized 
by the Secretariat General of the Le：山ueof Aral》
States, Cairo, l¥farch 16th～2:1rd, 19G5, Vol. I. EじO
nomic九 SerialNo. 65 (A・1).
(, 1 '.:) Le l'etrole et le (;aこ ，1rab(Nov. 191i品），
ι1uotecl L,yλfiddle J.:ast Emno111icぷIll・ne.γ （INov. 






,!'iしわれわJl: 二I, lてい C .'l i: H.; i ]' {,J; vハ！被Iii~
,t t-unじlion引fih lwha,-ior: L、々、／し。：かん、j,< t山
il .<ht'J；二t.;1i十九 τ：／ γ＇＼でふりか－ l 1hl訪！〉
〈）ニ：「！／，， ),).1,1,11パ） 1,l:二本こじノ Jγ ー（ふ
j i).I j ';/I : t I i''I｛およ ！1(三くふ ，：，. -'_11(,:;,,,il 
パ ／！ '' A i j I_ A ',!I ＇）イ，－ ril ') q反応／ピ Ij-f二二：／1心乙、，＇，









































い1:1,,-clくrll（匂1＇ ζ Ij〆乙；： JI；：，点、＼、 A, J 1 ）下｛＇； r_ 
,' －ど川／，，二、、ィ〉 ｜ 































I' ,-i '} ~， 、ド） （.，リ‘ 山、 jc I J ,') .＇ーハ， I •.. ' 
' tこ：1 '・ IJ〔l、； 7：】 Cふ／，う _・ ;j L; C 1 '・i1¥ • 1 
1人，＼ 1: ;i'U¥:'il[.J J ヒ，：1：、j〕；！l,l>.!ti>h11i111，こ可令｝！ィ：，， 1i’f ¥ 
i'1,Y1二：i'1, , I I Pfl; 三仁：：， 'i＇け，：，（；，ふ
i, i nUHIJ r11Jil！プ i,:1(r; -1/) i iJらだi仁「)'l:;r.え
γ－ ；，.，寸、 I, ' /!'j I心／；＇i jJ坊支配 ！J！~ 矢＇， ', (1: 
'1ミ；） 、1・：手し； iL わら .1・ . i ,! I i L、 トィIi,; I ',;I！＿ 人γ
しご二上ぺ i 
こjL /; :, f .Ji/ ;JI ；こよ仁九 ！" L、行 f叶二、 ノfメザ
，ーにな）Jil，土A>!,A ,ALが;fえJ、ろ時111むふふ｝ j > ,j I 
! J!L '. > ( ¥ (l(J:t ；；おじこf,1iN・キJ主主佐J二:rj. ／， γーが〉；こ lll1Nii1
J泊におけるメゴ γーとそ山千＇zt1J&: , 1t' J去れしく it 
1:nt史的に強化す一ゐ二土（二ふり， ~＼ゴ（三， ;j dt,} Jil 
! ) [ t,]1：ι汁土iJ，市 Jibにj打、て，c；；；・ぷ五五日、行主j)/1じてbl:
！どすること全いHiをなしろしられゐにある、
I j，と上：1ぢ／Jilt非常に1i難f.r)J；右であ 1 'l: 
:i；下；ifUfl¥l1J'.I）統台；土 Li似の投資を必喋とするが、
リゐからJ吃12:f: t ;j , l ;j , l L 1！〕ノパをの i1i1ll1J:Uvハコム・，1c:tヒ
' t ；＇.，、りか／〕 j芭 {T'(t'Hli場~t};n Ti. J・カ‘土 τ主／－： （， しtわ
，＇、L、ことを：（県Jtlするための必1¥'ien f県1;(i;' . tアム
とブよ／よーjJ 、予 CJi,<, , I 
60 
I t 1－＝ が J 亡,l,).L.:>i.LOl七’・tSt1 t1；士 u定：＇f!,llJ
( ft~~II まilf"] Iび）なな ：, -r,f ifc:'fi門（れ1i1Vi・lfu(；＇，じ存！HulJ 
の努力[Iをも；i,L・ れのであ石ハ － ーわれわれ
k白欲lu、ゐ ui:t UJiUfl¥l1Jと iご流l'al1Jへの雰JIを
：「1, J，月 Jl1i1刀、予｛日 packa，〔l' ,1，日1，であけ、 [_-lL it 
i: ': i一、 (, JI店内！J' -; i二J、ドペ／ 1ヴ／仁ヤりかで1持
人三；’〉〆、~＇ C ，＆ッィ・， I ' ' 3'i: , 
以！二 ict主｝JIlrt士；寂 Ii二i討すと主ヤマ二千i1t1HI u ＞沙門：；
長il/jい、 ili'ili[iね‘ιはや“伝i出 i》ingpartner”た
ふ：： reヤめ亡、 メジ γーに仁る；凡tJI：界的t,, 1Ji; 
1'1(1(1 i.'f総（「純計 iにけL、 ｛（出資本参JIせん土
jノ：l8 /il: I¥ j I Jと，：｝ '.: •j ，しよごれィ／〉と L 、，－， ：：.土カ忌でき
iう＇ !J '.i I t') ,i':ll Iで（ J .I Lγ ーそ（／川） til' ! ~ 体的
：＞.、；：（！ ？、1;111rl.1 rd ( )jI ( 'o. ｛くれv.l,・is,・y) ／；，イ：， し' 
i: ！ミovalI )utch Shl'll Crou1》 ol（、けmpanic刊そび）
iLJ1 ,・ i , , ）＞ふれt~） 付 4 け＇ l'l'i 牛；ち JJII 全立i号れていみ ιI)
ん＼ ごj1, j,fQJ也fi¥1二三('I:（たとえ：fAramco), ¥t'J 
/d 11 •)1 {I.! ,'h', +ilif>i，｝己主？！ー （/ ・.とえば E同円 ItハlianaJて
u' Moliil Fr日川作＂） ！仁＇. i二、 fi,'•1 ,)lj (1ZJ1i'."t木君主JIt, Jト、
i）こL'/, :I) /J ' 必Jしも＇l'i］然、と L/ ,: L、か， L「 j
ti U(illiit.lt: L CのなJl；から！とi’家（tZJlN吐を18え
/:~ I、干シスイ J , ，・，レμ政；：t:l,0i'1Jを六！リjLたこ土
2. クヱートの立場
！な.／JilI l/¥j；逗にJ) L、ぐ；上ケ工ートも ・if-ウジアラ L
fと： ii王i,］仁 _i'1:J坊を公」tf二女iりしてし、る。すよLj) 
' '.J CJ:ートi主こjLまでにもA・ルトフィ氏（Ashlaf
Lt川に Of'EC、 ji{/,;qlふ現庇ケエート lj~悦イ＇ iiffl会社取
約役）をj丞仁て，！'Rifjfヒには1¥J題が多いとしてとれ
そ否庄 Jる態度を一寸としてきた（，14）が， 二れにたi応
4る概念たら 参加U 行Uhl長に， ) ，，、てケコ二一ト財湾
．ィ1il十1(I）γテ iキl¥:(';¥ fd al-lfah口1江口日丘lir口氏l











rJ);j(十人的方、 ,,;Hilli しうる i二 ：U ましい I/J, ，~司 Fi交の ‘ 
つが当詰企業の所イーj‘権と煉：業／、の政H司令）J)lであ
る。－.：：.~ l i二tJ_料にさi1友＇，）：・1政府lι そのI!,民所i↓li二も〆 J
とfiイ，：，要た川県のれ併により績衿）i'(J役'.1;]~". lj.える
のみな「Bす， 外国企業をより確聞たる法機rJ)Uc: 
おノ：こと Lii包ろ .－＞ I u s ，ど。
そしてこうした｜参加！」 は 1\l. い Li"~i'l'!\\IIJ ，＇）み江
ら） ド流fJ¥:1］を合υ1，のぐう I-.:I ,!chれとしてい、
完全統｛；－ (a fully int叩 rateclJ山県慌のI：に tド来／＼
参人 T ね， tなら f川、JことをゆIC｝小に L(: L、ふ
(, I 6〕









な：＇｝ :, I参）J1I」fl¥W1 ;c: －ル、て， i C tこ好j～ L, , J:i_
響を｜いFif’（ ））氾ι‘加盟国J>,;'-¥ Cその＇j.:;J凡がt'(u;1J












1,! :J, lJづ fイ・イサク正1il!倒（IJ, Rashid al-Rifa.り
が虫ず［参加1J1/IJ樹を議組として取り上げるがj議
士提出， γェートit当然J＞ことなん：らこ ;Jtに資iぃi









C i 1〕“YamaniReaffirms Support for l'artiじipa“
Ii付 1 Principle and Rejects Idea of‘Disengagement‘ 
through Nationalization，” A1iddle East Economic 
Survey〔：！YNov. 1968), pp. S～“
( il.:! ) Ahmad Zaki Y amani，“Participation ver・
、1sNationalization ; A Bヒtter Mc，ι旧 sto ServicじJ’
in （’ontinuity and （マhangein the H' oγ.Zd Oil Indus 
trツJ .il Collection o( Papers Iう・どsented at the 
Thirdパeminar01 the I~,·ono111frs of th,・ lnfrr-
natiοnal Iヤtroleumlndust，ッ Ileld at the 1l111erican 
｛’11ircn、iIγ o( Ikirut, Spring Iリ｛市， editedhyχu -
liayr Mikcla,hi，計hcrrill Cleland and I札口伝eymour
（臼ι，irul,Middle Ea,l Reメearchand Publishi日以仁en
tcr, 197ll), l》jl.214～215 
( /I;3 ) Ahmad Zaki Y amani, pp. :!16～220. 
（江 4) Ashlaf Lutli，“ Nationalizatiりnof Oil : 
The Problems Involved，＇’ 1'v1iddle East Economic 




。ilCo.＝米系メジャーの StandardりiCo., New Jer-
sey ; Texaco ; Standard Oil Co.。fCalifornia; Mobil 










のじここに当i/¥J題仁！なすら＇＇／ら 1字L(Dr. Salm 
I lal肌・hy）山概略立見の’Gし lt\il~ お送り申し上げ
ますJu, I Jと。












οil, Middle East Oil恥fonographsNo. (i, (Beirut, 
Middle East Research and Publishing Center, 1968) 
k ど参IT；。
Ci'と5）“Kuwait Oil Minister Calls for Host 
C;overnment Particip川ionin Ownership and Opera-
tions of Oil Concessionaires," Middle East Econom-
J《 Surccy,Supplement to 18 Oct. 1968, p. 2. 
(il:6）“Kwait Oil Minister Outlines Views on 
l'.,rticip凡tion and Other I只sues," ]l,fiれldle Xast 
Economic Survey (8 Nov. 1968), pp目 1～2.
Ci!: 7) Ibid.、pp.：，～6. 
Ct日）“Speechesat Inauguration Cerc1凶附 of
¥.¥'II OPEC Conference,'' J1iddle Eι、fEco110111iι 
Survey (Nov. 1968), p. ii 
(i 9〕“（ll'EC弘 Ilaghdacl Con fcrellcc Dirccl s 
¥'icnn，‘i S配 rel江 iatto Be日i1 Formal メtudi制 Oil
l’arlicipation Plans," Middle East f,'cono111fr S11～ 
, r•y, I'・ :l. 
( ,UO) Middle East 1,;,01011fr Sun’cy , .，〕 λ ・
・エ’イタ でゑ〆 l イ fj ・l’f-c i (Ian Sey-
rnour) J＼；によれば，組織としてののl'ECII参加Jci）／！戸WJ
コミ J トL : t L、.・, ";, -_ .,) rJ :, .こ’ti;.:. mi,c. ！，・i,
てl、むし＇JIい1,,J: ,1/c hlr作lC'[)I), fンド f、－；， -;・IL・)" ,' 
I I’討j.i: (pr刷 l1ctio1 日haringpaUc【n), :, , I; IJ 
ヘ不ンぐ L ヲlよ！il越自体にあ士り｜；小心化 4,. （ 乙い似いの
1j '1-t「もと i.') ）けμ心な＇＇ l；サ P Jアノ 1γ.. ；、L
－ トであら。イソクももちろん参blv Jr.：＼心t,:liJ】J/,iれに
（〕ろが，！PCノ！レ・－・ -I とJ）シ干のめ伊に .I:,.:f人；， t: 
4 、•＼，、て！、ない「：： 1 地］を iJ .＇，＇えて｝、る。 J自）j（ごっン l IJ L. 
γは：＂1幽｝静観のよ：！tjどとっこいるようである （Middle











とり ）＇け 1！約 i土／；（ iさるへ ：＿， Iごと Jる(3) ,; -:, fr米虫干I]!/i ・' 1 {~'. 1’l会 H:iこる ） ：） γ」の(Hilから













る｛i iJlI三ミ十一で，（II 中東の従来J~／ tlJ権と全く 84
＂！＼~ふ ＇.：.. ・-' ／二料H市IJと・：， i』山J.,l)Jl,｝（，；ニ（＇人J
と1て契約取り111系に不隊＇t'JI！と経済（l'Jiよ＇ic定
けと L、う白山むなl~ ：t：を作人：＿ ・: ＇，‘ζ）， pた手IH主力点i乙よる i夜打1母の経験からしても，
lrJU也j行的事業にはする政府の管理lHぬと i’jltJ 




し〆，｛＇／ i二(tcrrninati引n)iこj,'1］＇，、て v、ゐ ［十一七Ht
11wn1;ぴ）＇壬；？入れらとこんと，＇，仁iι」c') S1Q；，命lt、
7に1.!."?i’UC，れる， f2)L かしながら恕起さるへ犬' ', I、1＼、 1号、〆
t .t 1i行・J,;t,1Jr1Al:fi'.1'10_1 i'rl分にk十！心作用！と i二十1Li't>
I1井、よ，、【りな／Jilfニ.L.＇て i'Ri1P，にJ様nさjしうるもの
でil ／仁い土 L、うことてふふ， （3)・；：、iこi，口:fi!J・.1¥j玄！’下J 
i'土・，
と，1) 'i＼.会すc;u ， 日立； 1ili:1l~ l二；；与手＇1 を lj~ξd：‘主，；：，； i二｛／｝品？）；：
ど：， ' 1 /,' J 、 11、 i 二~； ', L よtIi此):clJこと々、；lHi1・, 
! '. {t;(1(J＇二 lリ;J,)?j./) ＇トケ J ,・ i I_: ，・‘ 
~; j: :'~ ftl1il（ι，！ 'I '/J ；，［（壬I（［【： ι










/i{（，氾.＼ j IてL、＂ 三J-hiしてL、／与， ;, :_ 
、＇， iおとiこ／λ.：， U.［，＿＇）リr,i:{'.: 1刊行iιいJ1;: I I  'i-c 
1仁ど／｛：
け11]ftHJi.りた弘八、；ぅ乙 ］j企／こ L／（、めている kI -1 l_, 
lか L，；ノ J ：ミjぇ＇tιpとi.l ＇主りし／こ J{J；は（
i ¥c)JI i 1－（（；系企Jt'l'iJL℃， ＇－；ふ，す le、，！ ) t, 
1i:; ~JJ.t,;',t!'1句役；1·11 企 ~~！こ，J －ことカ‘じさ／._ ¥ 'γI t'i"手il士ti,;f← l lil<'IJ.11《11al≪r I ra1,1i;il 1≪川 iJ・:'!lれ









































I cこじ,f,;j I!. I j ！日 p九ィ与とこ／，とit, ／ことしくれ） , iI九（＇1 1;:(, ,: Jだギj11 'fr！＇定l)_'!J也 11J/t
1.1 :r rr米件 1・,At-:,.!, :'i:nニどにIY,I心た t ，てJjIJ i L l引ナj本土，.－, ,IJ[!1, i・一九 j-:, I_: L I / I I • ty J二； i 勺 j,' / 
/1• _j I 1· ， υ1)!;(,Jlli こ~－！；くシ，／，；＇<};i Iトfib＇存十る 1)(il-:,1'1 ｝） 」 j:/1、1Jー］） iド＇i']l行CIi1心i：上り ti），：； 二、
かれら（！）立j誌を守心へき ）J~お ｛，＿：，＿：パ、正fι'IlL , rt C J’iる二 Jーセ，1,1t：した ，1',1) ・-＇，、勺こと A‘C': .:-_ 
ノ;ttべ〉りの解決策はよ； J:111i二熱心iこ：kめて L、る。') 
IT'i三／Jil 土I、HflしてL、ることを支現するにあるり、 J 、シ；お幻二 l!llLJ;二 J人 J~｝；二 it: 〆 y f / Lどん i




I L方、しかれら J）干1i1ぴl／こihグ） diJ);fよi1,僚会礼
ノト引いこA、た；Ji全かもなL、,'i,"'/f
本、した~）、＇！ ！二〆Vて，，ぺ、
そし Cy' J、l 付；二九 （， 4 L ,.:iこう LIこたえ ）；；上
シェルの見解2 
I ' ,1トJょi二l! fγ i Jγ ーにK.i1t’けるも clJ仁あど〉け
L ／こIi・ ・，てj》jl.{1.{I, 
~＇. LC:t ／ことえど ！，ノぷ ！ I 会 ）J !; ; ，ら〆》）ともM人；こι
;i仁徒主しt）／二 1,しJJ仁（いり、- I, lに（（，川i;'.l‘ , .• , , r. ' - ' 
（『｜い，.1 ＂＇ι，d ,r Tr山｜νh＇.《・！atiu口、 fw1h，・＼lid,lk1.：トI,
c.;1,じI!11円 11atinnall'etn,leurn l 'o.) . [3よ、Jドノくフンヱ： fことえそ山
気になずうfーとこんで現実の可能性もなヤであ九
! di均一に参入するか法は主際には J つしかふく，
63 
ーとれを：分か九 lj，えど） , ）もりは与し、し，
長（llavidBari-an、（、hairrrn山引ithe、～＇h，忌，IT 
and 'J、radi刊（、.n）を］芭 L: ［：診／Ji!_ 1¥J題につL、てi'K. 
」flt、う lこレけ之 V ご1‘?,, 
Ⅴ　ハバシ論文をめぐる波紋
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てうあふくさ C/; L、、二と（主もんうんて iiる。 L、
しその t~本構造はかはり長し‘｜削非常によく機能し






問たる基盤の上に今後ともな主れよう」し I:, ）と υ









C i I ）“I .c,tIじrto the Editor守 Middlじ East l~rn 
nりmicSurvey, from Mr. R. I. Brougham, !'resident, 
Arabian Arneriじm Oil 仁り1111)山 1y，” Jfiddfr Fast 
Econo/1/ic ,",'11 ，.，.＿＼’（20 I kc. lリIi、人 ]J. i 
(ii 2〕 Middle East 必・ono川れ Surue_v,pp. i～i. 
( iJ l 19ci5 , fl• 裁山， 1 ＇の限1 ,1，ミJji: j ＇ド勺
' 3，くυ。
“＼＼＇hereas the Government an<l Aramco、lale
64 
that (1) they respect al the obligations which 
they have undertal世 nand now und町 take,(2) the 
Government and Aramco have never entertained 
the thought that they would not he bound hy the 
Agreements they have made and now make with 
one出 10tl1tうIJ’kliddle East Economic九＇uruey.
( 1.L,1) < ;.,orge c;1旧民“ Contractversus C川 ices-
討ion，” λ1iddleEast E《・01w川 icSun’ey, Supplement 
to !:> Nov. 1968, pp. 4 f. 
Ot 5）“Shell Chief Reviews Middle East Oil 
i’H附peelsand Defines Company Po叫tionon Partic-
iJ川 lion,"Middlど EastEconomic Survey (28 Feb. 





























律顧問ゲ十イミ ti手J:(Mohammad T. Al~ ( ;unaimi）の
立見ぐあるれかAlf.-!:V /J (Jean L刊 ・a), 〆ヰrー（In-































(ill）“Letter to the Editor ; The Legal Prin-
ciple of Change of Circumstances，” Middle East 
P:conomic Suη ey (31 Jan. 1969), pp. i～iv. 
(l:L2）“Letter to the Editor; Participation and 
Change of Circumstances，＇’ Middle East Economic 
Survey (11 April 1969), pp. i～vi. 
(/1:3）“Yamani Deplores Legalistic Wra昭 Jin
0日 ParticipationIssu巴， AイfiddleEast Economic Sur-
りey(17 Jan. 1969), p. 1. 
(/1: 4）“Participation Issues Dominates OPEC’s 
Vienna Conferece，” Middle East Economic Survey, 
Supplement to 11 July 1969, pp. 1～3. ならびに




























照〉に示されるごとく， 多国籍企業（multinational の採油会社アラムコの生産した原油が， 消費国た
ente叩rise）として汎世界的な統…的集合体を形成 る西欧・日本などに所在する系列精製・販売会社
しノ）つ行動しており，－•＼H占：！＇＞己主会］＇. I. (a unit ope- (/・_ .＇：：えは仁、ゾソ・イタソアーナたど）に ;t,j・して f付
rati1〕gcompany）ベースで下IL.'ンこり，！＇1(i二採算をはじ f~＇ i1lli協！ ；士通じて引き渡され，それに k ，てもたら
くv＇） でi主なく，世界的／な視野での持法諸資源の適 された利潤I}） 羽1が北アフリヵょうるいは二一L ーギ
IE配分をその経営哲学としている門 ユj’など他の諸地域で探鉱活動に従事している同
ぞれゆえツェイヤウ zザー教技司＞指摘し Lいる じ系列の明地法人（たとえばエッソ・リビアなど）
ように，たとえばA国における事端1,fr1\/Jで f~ド〉れ の投資に掘り向けられるとし、うように，世界的規
るa社（A閏の現地法人〉の利潤が。 ｜付替価格｜ 模において国際企業全体としての経済諸資源の適
:_1 r川 1skred price）という：，li情的＆ f-段を便法と L rl：配分が（ されるのである。
て司 IH司所在の税避難会J:I: (JfilJ),t会れσもあろ〉た 「H脊価格！を通じて得られ主主投資資金rtぺン
る l】引に留保され，そ，わが（、•ITJ における c 社の新 I トース女ー史の表現を借りれば， hを終消費者に対し










（出所〕 Ende! J. Kolde, International Business 
Enterprise (Princeton“Hall Inc., New Jersey, 



















〆 ι ＇，~－－；， 1,Ji"iJ商Lている上うに， lヨi祭企プ；ミび）
'I；桁斤ポ1_ど／）／;[i] jーと〉手jν＇Ji,(Fr止で；t!., ＇ιCl ・1 'c -C-
I／・.＇ケ行村 jJ）尖l.liftその立1まCrn1111.1u）：伯、教，;il
と＂＇＇て L、と3
1tさjl ,fr_i]'[: t ;l¥ifi] [Elぴ11' il'i'l'J tc l 1,li；~ミ i J持参；人以






点、L!'I 動的に1虫、工アノレジ ：L 1）ア政府に継泳され， そ
とえばイ Y :.:tインドわずド l ~ 'l'hil！パlいこ資本参加lL. C L什，JI味では労せずして石油産業に参入しえたこ
い弓〕：lP ド）イγ1Jと ihとらに Lか L脂製.J『I；ぶなど ど、 tr.どをノとの特1:tとしていfこ。
,) ) ＇，、＇,1，ゐ I'oit:'¥l'.11l投i('ff山川！？叶n・,11 investment) そハ後 1965{f-協定を通じてフランスIE!営；石油機
;t I I HJ'j仁川町仇止符 JJI,:必 sをど！ており、 とうてい 1¥/olどしてアノレジ仁 I）ア同営石油会社（汚りNATRA-
1｛九州【.J_.) r: ~ ~；え炉、：＇；：,1・ ・c:-ふるけ 円 I）左の問に半額共同出資による直接提携方式
,'. IJ ( ・ 1'’J i(il!i iこLら／ILiH；引のなf/i'Vi• Wi・id[f!in (Association心的i込rative略称 Ascoop）が成立し，石
市11¥UJ；‘k則的；：九ζ11]111.U仁j坊｛， Cも‘ そjLitlicJ際 ;1 事業へぴ｝積極的埋ま，人の道が I)尽かれたのであるo
(1': f :71（引！けと1系列diじJにiι特企及，fす山で， m 1c1悦資本SONATRACHを通じてこのように石
川1［十j:n収入／ト iとしてlki際企業，／＇）：｛；； Ifi i'f:1 ¥i HJ 主再I~ i1flj!J£空への参入を実現しえたのは、ーにフランス




L、であろう，， ア／レジ E リア人の経営技術がどの秤：
慢効率化しているかにつし、ては綿密な検証を必要
ふυ 1今1JIJという fillで 1ヨ4際：ft:Yfに十H采り Lよ と，i－るであ乃うが，少なくとも SONATH.ACHは
う＇：.＇. ＇－勺 ：;: lJi t n I ゾ）約.~J、かん；口仁左 tτ むので I 1,l"fl；企業どして成功してし、るほとんど唯一ーの例だ
んふ J ¥' .,, イJ山11:. rきま）JI]' i土L,nU:1¥1日j,~ !1•JfJ< I: －十る見解がレンツォ λ＇t'一教授（C,,oageLenczo-
1:1ilc:'i:11J士も汗1><,::iーとし U 、る ，） はそう L/: wski）川ご［〉て示されていることは興味深い
l弘i：系に上る（＇ 5 : （！針。
2, アルジエリアにおける田有化の新渓関 さぐこうした特殊事情を背景にアルジエリアは
とごんて、日 J・,1.'Jごとき「参加政策j と（土 全くりI] 1%7｛ドの中東戦争に際して米英の減イスラエノレ政
，）））号機か二すでに印分（1':なた入を・JUrtL、 か＂J :-." f寂に持する対抗措置として在アルジエリア米英系
'. ir~ ii↓＇1 !1)1-Jて，•• ＇）干iti,>'Pl；二IVJJ-るかぎり：1ほう己 ノfi';1t,会社の資産も政府管理の下におさ，その後
1C /,: L＜：｝怖をj!{ I ／とかに与えど，I Lんや：IP¥l:il I i合 メONATl<ACilの51%資本参加をL認めたゲテ f
（「千）、（ ＇.、シ 'I: t 7 -- 1 / i 1 〆1交付tI', JJγ2レ
1 If 1' , /:, < 
( 10 "' . , '! ;' ,1 .1J坊f「， 1）引illiJ沼山tj再！どが比較
的新しく ii,fl'.J乃O年代のi*t'i"か t',kh主 p ，たこと，
12）、＇1トハ f/1 ~:', 1) Y:J-; ＇；ンス v)1r1.一千； fi/(11.'.:H~ ど






























ATRACH；こ譲i主せしめたのである itf9 ¥ これは




















そjしは OI》Eじ J_lt立以来 lO年有余にjJたゐB主油
！；司c/），｛；：願；／Jミ＇，） たJ) f:tで，西似iの報i立にも‘‘a仁i仁ιi
shift in p‘予、・er，，とし亡 i：卦l>?i守干iム油産業の主導椛万為
産油闘側の三手に移つたことが認められたのである
(ii 1 ) 。
こ J ） ょう／け奇吟変化合背~J二 i参加政策J Ii: Pf 
び陽のFli'rl谷びようとしている。すなわわサウジ
























( i:l ) John Fayerwe:ither, Facts and Fal/acfrs 
n{ lnternational Business (N. Y., I lolt, Rinehart 
and ¥Vinston, I円62),I》 °i)f. 
en，：.！〕 ヘン＂.ノ、 iご I: 1 l Lf, I WI保されたれ業所
1'}1 t 'i：ん U:i’＇（， あら，I' I 同際 Eド＇tc'•/91 I'¥ ＇） 長引；；1;,} 
U, 7,1:，付ハ本l件以外i)1J,1々 バ／lj'li ・￥，によJし1：別賞税』：
判｜汁ナ；＇， 1 ））片，その1m;1，持政策九：むじてl!l,Nlt乙I＇十
'.,}t;:{J li＇.斐；両日！！許も ., . v るこ＇：： ・ ,1，す i・） とJ Fい
い .. Jo l'HH、？にそのf,/世1H説得分の投資は多くハ｜叫に
また ；］ ' ！てな汁 Lら。 i i がっ Ji,る［,t.j, ＇.）投 fi:Iと
しノ）｜司Ji1'代 ，v,;I l IT'•til,ilill 貯訴分』 tr ,Wえ，他cl)1Jではそ
! lぞ，＇ Hるこ l • t,: ;:, J (Edi1h T.ドじnrose,The 
!,arge lntenwtional Firm in /)evelo／’ing Countri-
,・s: The International Petrolt’um Industry ( London, 
George /¥lien and Unwin, 19t同， p.41. 
( /l',:i) Elizabeth Monroe, Britain's Afomunt in 
ti"' 1/id,lt, F<tst: l.'!/1～／95(; I, I .ond什H，九・frth ll,n, 
196:l), J》. l l l. 
( /l 1 ) J・｜・セ，： P ン・， ＇レ’ .1, Hi.,J.;. 
nil, ,' ,1，：，皮切；；／（ Iアメリ 1 r)）挑戦』（タ fム・ Cyイノ・
フゾク λ，l/{t143礼.）， 25べー ν。
en日） ·• l'arlieipation 1¥/fu,.t Be Exlend Down 
stream As ¥Vell As Upsteam Says Yamani," ivliddlど
!~1.ist !•.'.-onum i, Sur, •,·v、 Su1 》plじmenl I<> (i June 
1969, pp. l～，l. 
(11 r；〕 GeorgeLen口owski，仁d., United Stal出
I nli'r，は tsin the A万＇ddleEast (Washington, l. C勺
American Enterprise Institute for I》uhlieResearch, 
1968), p. 78. 
(i: 7) 1970与6JJνl1，」 {T化、＇'I1.'f』：じけるイヤリス，
オラ＞ ) 糸川医企業ロ f「ノレ・タァチ・／ヱノj, ! ! (iア
ノしンエリア資産は以下のとおりである。
会社 名 保 Ii株式J.Vf,
CP A…・田…・……田………－ ・・…・ …… ・ ・・・65% 
CREPS ・…・…・…一....・ H ・・........………35%
Algiers Refining Co., S, R A. …・ー一…24%
Trapco Pipeline －－－－……田……－……・35%
Sof rapel… ・・…－ ー 一 …… ー ……e • ・50うら
(i: 8) ちなみに1970午11月に凶わ化指置をうけた
7メ ＇） ＇！ 糸凶~；：企業モ ヒル主j；，，こ i,u凶1-iiしとは
な〈所作権の移転だといっている （MiddleEast Eco-
nomic Su何り， 12Nov. 1970.）。
（注9）“PresidentalStatement on Oil and Gas 
Nationalization," a切iddleEast Econoll}ic Survey, 
Supplement to 5 March 1971, p. 2. 
(/UO）“ Elf/Erap Statement Demanding Full 
Nationalization，＇’ Middle East Economic Surv’只ツ，
p. 17, 
(illl〕“Oil Pact in Tehran，” International 
I Jerald Tribune, Feb. 15, 1971. 
(/112）“Sandi Deputy Oil Mi凶sterSees Tehran 
Agreement as Prelud自 to Participation，” Middle 
East Economic Survey (26 F白b.1971), p, 10. 
(,U:l〕“OAPECSecretary G邑neralSays Tehr組
Agreement Makes Participation Inescapable，” Mid-
die Hast Economic Suruey (5 Mar. 1971), p. 5. 
(il:14) Business International, 1985/Corporate 
Planning Today for Tomorrow’s W arid Market 
(N. Y., Business International Corporation, 1967), 
｜｜日l'l＼、災i広沢『ji：界企業へのj佐.1l（サイ γ ノレ出版会，
1970 :1l, 198～205べ／。
((1：ベイノレート海外調査員）
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